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)5ンド大学の T4( ,アメリカ,カルフォルニア工科大学の 
T5(6),ドイツ,ゲッチンゲンの HEG( などがある.また,
01
速混合や超音速燃焼実験)が必要となる. 比較的小型のものには,名古屋大学 (8),東北大学 (9)など





来ており (機`械システム工学科 )62- ,その研究の一環として小型の自由ピスト
781
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の目 2.21. 指している.小型自由ピストン型衝撃風洞 
極超音速ノズル,真空チャン 衝撃波管,)02再結合反応,等の化学変化が複雑に発生し (宙機の飛行特仕に大きく 解離 ･,これが宇
気体効果).しかるに,影響すると考えられている (実在 の衝撃風洞と異なり,自由ピバからなる.この装置は一般
おいて未解明であり,まこの領域の流れの特性は,実験に よって二段に気体を圧縮するストン式圧縮管と衝撃波管に

















ウム板を,衝撃波管とノズルとの間の隔膜 Cにはアルミニ l ＼ vaccum rul一■同 ■ 
を用いた.二重隔膜部はルミラ膜で高隔膜 Sにはルミラ膜
I
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ている ( .そこで ,衝撃波管として,ステンレス製で内径
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る光源には閃光時間約 2nで行った.流れの可視化に用い0sの (a場合の方が ,衝撃波管管端圧力は時間的に早く減少する.図 5
),のキセノンランプを用いた.光源などのS ナノスパーク (1〝 
撃波管管端の圧力信号を検出し,その信号を遅延トリガは,節 違いが見られな 5,92･6の場合は圧力履歴に大きな
8. 31)あるいは (b)ともに L/Dが 123. 














他の場合 1.いが , L/D-6








較のため,空気を圧縮管内の気 を用いることとした.比 マッハ数 M inである.駆動ルミ板の厚さ,縦軸は衝撃波
気体に空気を用いた場合,アルミ板の厚さが薄い場合には,ア
を行った. 体として用いた場合も実験 なく,データにバラツキが見られルミ板の割れ方が一定で図 5は衝撃波管
い 0 mmの場合には,空気,
を示している.図 5)
ウムを用いた場合である｡図 5体に空気,図 ,( 5)) とも はヘリ
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04.とした｡隔膜 Cは厚さ mmのアルミ板を 2枚,
















23成長し,琴曲した弓型衝撃波が流路全域に観察され撃波が △/Rbはマッハ数によって定まる ( 半径 Rbの比, 
たがってこの時刻では,流れが一様であると推察でる.し 59.)の球をテストセクション内に設置し｡そこで,直径 1 mm








































)17.6D/42.Lム 極超音-, 気体 :ヘリウ






は 8,ノズル上流のよどみ圧は Pとして,駆 P0




/14. 113,比熱比は =Fc を模擬するためには,噴射装置の上流に衝撃波圧縮による減
)8静圧 : PN FS0. 
0
トン,電磁弁,ピストン駆動用気体貯気槽からなっている.平
の噴射孔が平板の先端から 3mmの位静温 : TN ;a MPa2100
2
; 板には直径 3mm









全温 : To a7ゴ3 MP900.2宍
Kk0231.0宍ゴ0 
3g,テフロン製で質量は約 2 である.ピストン駆動用気体に
密度 : 2op は窒素を用いた.噴射方法は,貯気槽に噴射気体を充填し 
(図中の番号4,5)を同時に開放す ,2つの電磁弁 
/1.gエンタルピ : 33m3上記の結果は,高度 h3; MJkg/ を駆動させ,貯気槽内の気体を噴射ることによりピストン





一様流中に噴射を行った.流れ場の様子はシャドウグラフ41. 鈍頭物体前部の発光現象の観察 用いた実額例 
1法により観察した.図 1はマッハ 8の極超音速流れ中に窒












































0T regaugelees9N Zoz..1 型風洞では実施困有効である.このような実験 ･研究は大
it tseconitec 難なものである.室蘭工業大学工学部機械
座には,平成 10年度にマ システム工学科航空基礎工学講


































1m1m衝撃波管の長さは の場合が最も性能がよく,ほぼ設計どおりマッハ 8の流れを約 
6名, "自由ピストン型衝撃風洞を用いた高エンタルピー流れに関する実験研究 ,"平成 5年度衝

































動気体にヘリウムを用いると,モデル前方よどみ点の空気のエンタルピは nD iesgh koc " nadC
C fonereni lonat tnerna
-3k5er)t3ap.SJ97p.. , in9,)3(る. 上記の状態は,高度 3
件をシミュレートできる. mをマッハ 8で飛行する条
nS kT T4 lOp-
htso
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km03 作れ,我々の目標の一つであった高度 小 型であるが故に,操作性が良く, 10分に一回程度実をマッハ 8で飛行する条件を達成できた.ま ,
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流で再付着する超音速乱流境界層の乱流特性 ,日本機械学 温触媒線を用いた触媒燃焼による超音速乱流混合の評価方"
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"擬似衝撃波内の乱れ特性の 
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